
日本天文学会1997年春季年会

U03b 収縮する柱状原始ガス雲の線密度と分裂片の質量の関係
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原始ガス中での星形成、IMFを明かにするには,原始ガスの収縮、分裂の過程を調べることが必要である。そのために,

水素分子による放射冷却で収縮する柱状原始ガス雲がどのような質量の cloudに分裂するかを,線密度M を変えて,調べて
みた。その結果,分裂片の質量は Tv（柱状ガス雲のビリアル温度：kBTv = µmpGM/2）に強く依存し, Tv = 600 ∼ 700K

で最小値 ∼ 1M⊙ となることが分かった。Tv ≤ 600K ではビリアル温度が低く水素分子の冷却が effective でないため、
又,Tv ≥ 700Kでは水素分子が解離してしまうため, 分裂片の質量が大きくなるである。


